
令和６年度 １年美術 年間指導計画  
【キャリア形成能力】 ●人間関係形成・社会形成能力 ★自己理解・自己管理能力  ◆課題対応能力 ▼キャリアプランニング能力 

年間

時数 
月 時

数 
分

野 

ページ・題材名 

題材の目標 
主な学習内容 題材の評価規準 

（おおむね満足できる状況 B） 
学習指導要領との関連 道徳 

との 

関連 

キ ャ

リ ア

形成

能力 

A 

表現 

B 

鑑賞 
共通 

事項 

１ ４ １ オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

p.8-9 

オリエンテーション 

この教科書で学ぶみ

なさんへ 

教科書を活用した学

び方の説明 

題材ページの主な構成や３つ

の「学びの目標」、その題材で大

事にしたい「造形的な視点」な

どの分かりやすさを追求した

「マーク」の説明などを確認。 

○美術の学習で学ぶ分野や身に付

けたい力について理解している。 

 

 

 

 

  (1) 

イ 

 ◆ 

２ ４ 絵
画
・彫
刻
（
表
現
・鑑
賞
） 

 ○資 p.60 

学びを支える資料 

鉛筆で描く 
 

 

○主題を基に，全体と部分

との関係を考えるなどして

構想を練る。 

鑑造形的なよさや美しさを感じ取り，作

者の心情や表現の意図と工夫などに

ついて考えるなどして，見方や感じ方を

広げている。 

⑴ 

ア

(ｱ) 

 (1) 

ァ 

イ 

 ●

◆ 

 

３ ○主題を基に，全体と部分との

関係を考えるなどして構想を練

る。 

 

 

 

知 形や色彩，明暗，質感などが感情

にもたらす効果や，造形的な特徴など

を基に，よさや美しさ，印象などを全体

のイメージで捉えることを理解してい

る。 

技 線の強弱や水加減などの鉛筆や

絵の具の生かし方などを身に付け，意

図に応じて工夫して表している。 

⑵ 

ア(ｱ) 
⑴ 

ア(ｱ) 
  ● 

◆ 

４ 

５ ○互いの作品を鑑賞し合い，表

現の意図や工夫について話し合

う。 

発 身近なものを見つめ感じ取った形

や色彩，質感の特徴や美しさなどを基

に主題を生み出し，全体と部分との関

係などを考え，創造的な構成を工夫し，

心豊かに表現する構想を練っている。 

 ⑴ 

ア 

(ｱ) 

  ● 

◆ 

６ 5 2 オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

○資 p.70～72 

学びを支える資料 

色彩の基本 

・仕組み 

○資色光の三原色，色料の三
原色の違いについて知る。 

○資 色の三属性（色相，明度，

彩度），色の対比，色の感じな

どについて知る。 

態表 美術の創造活動の喜びを味わ

い楽しく身近なものの特徴や美しさな

どを基に構想を練ったり，意図に応じ

て工夫して表したりする表現の学習

活動に取り組もうとしている。 

  (１) 

ア 

 ●

★ 

▼ 

７ ○色光の三原色，色料の三

原色の違いについて。 

○色の三属性（色相，明度，彩

度），色の対比，色の感じなど。 

８ 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵
・
彫
（
表
現
・鑑
賞
） 

p.12-13 

見つめると 

見えてくるもの 

【題材の目標】 

身近なものや愛着の

あるものを見つめ，感

じ取った形や色彩，明

暗，質感などの特徴や

美しさを基に主題を生

み出し，表現方法を工

夫して絵で表現する。 

○身近なものや愛着のある

ものをよく見たり，触ったり

して特徴を捉え，主題を生

み出す。 

発身近なものを見つめ感じ取った形

や色彩，質感の特徴や美しさなどを

基に主題を生み出し，全体と部分と

の関係などを考え，創造的な構成を

工夫し，心豊かに表現する構想を練

っている 

⑴ 

ア

(ｱ) 

 ⑴ 

ア 

イ 

 ◆ 

 

９ ○主題を基に，全体と部分

との関係を考えるなどして

構想を練る。 

態表 美術の創造活動の喜びを

味わい楽しく身近なものの特徴や

美しさなどを基に構想を練ったり，

意図に応じて工夫して表したりする

表現の学習活動に取り組もうとし

ている。 

⑵ 

ア(ｱ) 
⑴ 

ア(ｱ) 
  ● 

◆ 

10  ○主題を基に，全体と部分

との関係を考えるなどして

構想を練る。 

 

 

（知識・技能） 

知 形や色彩，明暗，質感などが感

情にもたらす効果や，造形的な特徴

などを基に，よさや美しさ，印象など

を全体のイメージで捉えることを理

解している。 

技  線の強弱や水加減などの鉛筆

や絵の具の生かし方などを身に付け，

意図に応じて工夫して表している。 

⑵ 

ア(ｱ) 
   ● 

◆ 



11 ○鉛筆や絵の具の特性を生か

して，意図に応じて工夫して表

す。 

 

（思考・判断・表現） 

発 身近なものを見つめ感じ取った

形や色彩，質感の特徴や美しさなど

を基に主題を生み出し，全体と部分と

の関係などを考え，創造的な構成を

工夫し，心豊かに表現する構想を練

っている。 

 ⑴ 

ア 

(ｱ) 

  ● 

◆ 

12 ○互いの作品を鑑賞し合い，表

現の意図や工夫について話し合

う。 

態鑑美術の創造活動の喜びを味わ

い楽しく造形的なよさや美しさを感じ

取り，作者の心情や表現の意図と工

夫などについて考えるなどの見方や

感じ方を広げる鑑賞の学習活動に取

り組もうとしている。  A:自ら進んで 

 ⑴ 

ア

(ｱ) 

⑴ 

ア 

イ 

B 
(9) 

● 

◆ 

13 6 5 

絵
や
彫
刻
な
ど
（
表
現
・
鑑
賞
） 

p.16-17 

なぜか 

気になる情景 

 

題材の目標  

〇見慣れた情景の

中の気になる場所

やものを見つめ，感

じ取った形や色彩

の特徴，場所のイメ

ージから主題を生

み出し，構図や表現

方法を工夫して絵

で表現する。 

 

○見慣れた情景の中で気に

なる場所やものを見つけ，感

じ取った形や色彩の特徴や

場所のイメージから主題を生

み出す。 

 

（知識・技能） 

知形や色彩などが感情にもたらす効

果や，造形的な特徴や全体の様子な

どを基に，よさや美しさなどを全体の

イメージで捉えることを理解している。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

態表  美術の創造活動の喜びを味

わい楽しく身近な場所の特徴や美

しさなどを基に構想を練ったり，意

図に応じて工夫して表したりする表

現の学習活動に取り組もうとしてい

る。 

⑴ア

(ｱ) 

 

⑴ア

(ｱ) 

⑴ア

イ 

 ▼ 

14 ○主題を基に，構図などを考

えるなどして構想を練る。 

 

（思考・判断・表現） 

発身近な場所を見つめ感じ取った

形や色彩の特徴や美しさ，場所のイ

メージなどを基に主題を生み出し、

構図などを考え，創造的な構成を工

夫し，心豊かに表現する構想を練っ

ている。 

⑵ア

(ｱ) 
● 

◆ 

15 ○水彩絵の具の特徴を生か

して，意図に応じて工夫して

表す。 

 

技水彩絵の具の生かし方などを身に

付け，意図に応じて工夫して表している。 

鑑造形的なよさや美しさを感じ取

り，作者の心情や表現の意図と工

夫などについて考えるなどして，見

方や感じ方を広げている。 

16 

17 ○互いの作品を鑑賞し合い，表

現の意図や工夫について話し

合う 

態鑑 美術の創造活動の喜びを味わ

い楽しく造形的なよさや美しさを感じ

取り，作者の心情や表現の意図と工

夫などについて考えるなどの見方や

感じ方を広げる鑑賞の学習活動に取

り組もうとしている。 

 ⑴ 

ア

(ｱ) 

⑴ 

ア 

イ 

B 
(9) 

18 5 デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
（
表
現
・鑑
賞
） 

p.40-41 

広がる 

模様の世界 
題材の目標 

目的や条件などを基

に，自然物や人工物な

どの形や色彩の特徴を

捉えて，構成を工夫し

てデザインする。 

○目的や条件を基に，自然物や

人工物などの形や色彩の特徴

の美しさから主題を生み出す。 

○スケッチなどにより形や色彩

の特徴を捉え，単純化や強調

をするなどして構成を考える。 

○効果を考えながら彩色する。 

○互いの作品を鑑賞し合い，

表現の意図や工夫について話

し合う。 

 

知 自然物や人工物などの形や色彩

などが感情にもたらす効果や，造形

的な特徴などを基に，よさや美しさな

どを全体のイメージで捉えることを理

解している。 

技 材料や用具の生かし方などを身

に付け，意図に応じて工夫し，制作の

順序などを考えながら見通しを持っ

て表している。  

⑴ イ

(ｱ) 

 ⑵

ア

(ｱ) 

(ｲ) 

⑴ ア

(ｲ) 

⑴ ア

イ 

  

19 発  身近な自然物などの特徴やイメ

ージ，用いる場面などから主題を生み

出し，形や色彩の構成を工夫したり，

美的感覚を働かせて調和のとれた美

しさなどを考えたり，表現する構想を

練っている。  

20 態表 美術の創造活動の喜びを味わ

い楽しく自然物の特徴などを生かし

て模様をデザインするなど構成や装



飾の目的や機能を考えて構想を練っ

たり，意図に応じて工夫し見通しを持

って表したりする表現の学習活動に

取り組もうとしている。  

 

21 7 態鑑 美術の創造活動の喜びを味わ

い楽しく装飾や使いやすさとの調和

のとれた洗練された美しさなどを感じ

取り，作者の心情や表現の意図と工

夫などについて考えるなどの見方や

感じ方を広げる鑑賞の学習活動に取

り組もうとしている 

22 鑑 装飾や使いやすさとの調和のと

れた洗練された美しさなどを感じ取

り，作者の心情や表現の意図と工夫

などについて考えるなどして，見方や

感じ方を広げている。 

23 ２ 絵.

彫
刻
（
表
現
・鑑
賞
） 

p.30-31 

絵の中を 
よく見ると 

 

構図，色彩や人物の

表情や視線などか

ら，作者の心情や意

図と創造的な表現の

工夫について考える

など見方や感じ方を

広げる。 

○描かれている人や事物，構図

や色使いから絵の中でどのよう

な会話が交わされているかを

考える。 

知構図や色彩などが感情にもたらす

効果や，造形的な特徴などを基に，よ

さや美しさなどを全体のイメージで捉

えることを理解している。 

（思考・判断・表現） 

鑑造形的なよさや美しさを感じ取り，

人物や情景，構図や色彩，作者の心

情や表現の意図と工夫などについて

考えるなどして，見方や感じ方を広げ

ている。 

 ⑴ 

イ(ｲ) 

⑴ 

ア 

イ 

D 
(21) 

● 

★ 

▼ 

24 ○作品を鑑賞して感じたことや

考えたことについて，友達と意

見を述べ合う。 

態鑑美術の創造活動の喜びを味わ

い，楽しく造形的なよさや美しさを感

じ取り，人物や情景，構図や色彩，作

者の心情や表現の意図と工夫などに

ついて考えるなどの見方や感じ方を

広げる鑑賞の学習活動に取り組もう

としている。 

 ⑴ 

ア

(ｱ) 

⑴ 

ア 

イ 

B 
(9) 

● 

◆ 

25 8 10 絵
・
彫
（
表
現
・鑑
賞
） 

p.14-15 

じっくり見ると 

見えてくる 

 

題材の目標 

身近にあるものを見つ

め，形や色彩，質感な

どの特徴を捉えたり何

かに見立てたりして主

題を生み出し，構成や

材料，用具を工夫して

立体で表現する。 

 

資○p.58-59 

学びを支える資料 

発想・構想の手立て 

鈴木康広表現の学習

の中でも，発想・構想

の比重が大きい学習

の際に活用したい。 

○スケッチブックの利

用方法を説明する際

に，スケッチブックにも

アイデアをためたり，

余白を取ったりするこ

とを指導し，効果的な

活用方法を示したい。 

○身近にあるものをよく見

て，スケッチをするなどして

その特徴を捉えたり何かに

見立てたりして主題を生み

出す。 

 

知形や色彩，質感などが感情にもた

らす効果や，造形的な特徴などを基

に，何かに見立てたり，全体のイメー

ジで捉えたりすることを理解している。 

りする表現の学習活動に取り組もう

としている。 

⑴ 

ア 

(ア) 

 

 

 ⑴ 

ア 

(ア) 

 ◆ 

26 9 ○主題を基に，全体と部分

との関係を考えるなどして

構想を練る。 

 

発身近なものを見つめ感じ取った形

や色彩，質感の特徴や美しさなどを

基に主題を生み出し，全体と部分と

の関係などを考え，創造的な構成を

工夫し，心豊かに表現する構想を練

っている。 

技粘土や絵の具の生かし方などを身

に付け，意図に応じて工夫して表して

いる。 

⑵ 

ア 

(ア) 

   ◆ 

27 ○絵の具の特徴を生かし

て，意図に応じて工夫して表

す。 

 

鑑造形的なよさや美しさを感じ取り，

作者の心情や表現の意図と工夫など

について考えるなどして，見方や感じ

方を広げている。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

態表美術の創造活動の喜びを味わ

い楽しく身近なものの特徴や美しさな

どを基に構想を練ったり，意図に応じ

て工夫して表した 

(２) 

ア 

(イ) 

⑴ 

ア 

(ｱ) 

 ● 

◆ 

28 ○主題を基に，全体と部分

との関係を考えるなどして

構想を練る。 

 

発身近なものを見つめ感じ取った形

や色彩，質感の特徴や美しさなどを

基に主題を生み出し，全体と部分と

の関係などを考え，創造的な構成を

工夫し，心豊かに表現する構想を練

(２) 

ア 

イ 



っている。 
29 10 ○粘土や絵の具の特徴を

生かして，意図に応じて工

夫して表す。 

 

技粘土や絵の具の生かし方などを身

に付け，意図に応じて工夫して表して

いる。 
30 

31 鑑造形的なよさや美しさを感じ取り，

作者の心情や表現の意図と工夫など

について考えるなどして，見方や感じ

方を広げている。 

態表美術の創造活動の喜びを味わ

い楽しく身近なものの特徴や美しさな

どを基に構想を練ったり，意図に応じ

て工夫して表したりしている。 

32 11 発身近なものを見つめ感じ取っ

た形や色彩，質感の特徴や美し

さなどを基に主題を生み出し，全

体と部分との関係などを考え，創

造的な構成を工夫し，心豊かに

表現する構想を練っている。 

鑑造形的なよさや美しさを感じ

取り，作者の心情や表現の意図

と工夫などについて考えるなどし

て，見方や感じ方を広げている。 

33 

34 ○互いの作品を鑑賞し合

い，表現の意図や工夫につ

いて話し合う。 

 

態鑑美術の創造活動の喜びを味わ

い楽しく造形的なよさや美しさを感じ

取り，作者の心情や表現の意図と工

夫などについて考えるなどの見方や

感じ方を広げる鑑賞の学習活動に取

り組もうとしている。 

 ⑴ 

ア

(ｱ) 

⑴ 

ア 

(ア) 

B 

(9) 
● 

◆ 

35 12 3 デ
・
工
芸
な
ど
（
表
現
・
鑑
賞
） 

p.42-43 

文字って 

おもしろい 
題材の目標  

イメージや伝えたい内

容が相手に分かりや

すく伝わるよう，形や

色彩，構成を考え，材

料や用具などを工夫

して文字をデザインす

る。 

○身近なところにあるデザイン

された文字を鑑賞し，形や色彩

から受ける印象やその違いに

ついて考える。 

 

知文字や文字が意味するものの形や

色彩などが感情にもたらす効果や，

造形的な特徴などを基に，伝達する

内容を全体のイメージで捉えることを

理解している。 

⑴ 

イ(ｲ) 

 

 ⑴ 

ア 

イ 

 ● 

◆ 

36 ○文字の意味やイメージを基

に，伝える相手や場面などから

主題を生み出し，分かりやすさ

と形や色彩などとの調和を考

えてデザインする。 

態表美術の創造活動の喜びを味わ

い楽しく意味や美しさなどを生かして

文字をデザインするなど伝達のデザ

インの目的や機能を考えて構想を練

ったり，意図に応じて工夫し見通しを

持って表したりする表現の学習活動

に取り組もうとしている。 

⑵ 

ア 

(ｱ) 

 

   ● 

◆ 

37 発文字の意味やイメージを基に，伝え

る相手や場面などから主題を生み出

し，分かりやすさと形や色彩などとの

調和を考え，表現する構想を練ってい

る。 

技絵の具の生かし方などを身に付

け，意図に応じて工夫し，制作の順序

などを考えながら見通しを持って表し

ている。 

⑵ 

ア 

(ｱ) 

 

   ◆ 

38 1 7 デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
（
表
現
・
鑑
賞
） 

p.46-47 

折って，切って，

巻いて 

目的や条件を基に，

紙の加工方法や美

しい構成を考え，材

料や用具などを工

夫してデザインす

る。 

○紙を折ったり，切ったり，巻い

たりする活動から，美しい形を

見いだす。 

 

知   紙の特性，形や色彩，構成など

が感情にもたらす効果や，造形的な

特徴などを基に，よさや美しさなどを

全体のイメージで捉えることを理解し

ている。 

 

⑴ 

イ 

(ｱ) 

 

 ⑴ 

ア 

イ 

 ● 

◆ 

39 ○目的や条件を基に主題を

生み出し，紙の特性を生かし

て制作する。 

 

技  紙の加工方法などを身に付け，

意図に応じて工夫し，制作の順序な

どを考えながら見通しを持って表して

いる。 

 

⑵ 

ア

(ｱ) 

   ◆ 



40  発   紙の特性やよさ，加工方法，飾

る場面などから主題を生み出し，美

的感覚を働かせて調和のとれた美し

さなどを考えたり，表現する構想を練

っている。 

 

⑵ 

ア

(ｱ) 

   ◆ 

41 2 態表 美術の創造活動の喜びを味わ

い楽しく紙の特性やよさなどを生かし

てデザインするなど構成や装飾の目

的や機能を考えて構想を練ったり，意

図に応じて工夫し見通しを持って表し

たりする表現の学習活動に取り組も

うとしている。 

鑑  紙の特性と装飾の調和のとれた

洗練された美しさなどを感じ取り，作

者の心情や表現の意図と工夫などに

ついて考えるなどして，見方や感じ方

を広げている。 

⑵ 

ア 

(ｲ) 

   ● 

◆ 42 

43 

44 3 ○互いの作品を鑑賞し合い，

表現の意図や工夫について

話し合う。 

態鑑  美術の創造活動の喜びを味

わい楽しく紙の特性と装飾の調和

のとれた洗練された美しさなどを感

じ取り，作者の心情や表現の意図と

工夫などついて考えるなどの見方

や感じ方を広げる鑑賞の学習活動

に取り組もうとしている。 

 ⑴ 

ア 

(ｲ) 

  ◆ 

45 1 
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

p.73 

学びを支える資料 

日常の中の美術 

○自分なりの視点を生み出

すために自然物や日常の生

活に目を向けることの大切

さを示している。 

○発想・構想の場面でヒントとして

活用したい。 

(１) 

ア 

(イ) 

    

 


